
末
現
困
・
丸
暗
士
十
一

a'z・
'
値
動
個
扇
《
俗
図
二
嗣
一
回
.
何
】

奉J九十・ニ童書草一( 境

干す電車E日一-1'司 ;1...&J<. ~示日匠諸

一一

強

圃

譜

脱

相
槙
税
の
弱
拙
，

津
藩
の
均
回
策
・

純
清
静
附
で
」
経
糟
動
曲
学

抱

叫

拾

犯

我
岡
の
純
資
増
加
ご
物
債
の
雄
助

棒

高

色

由

内

--E
目

、

羽

町

上
海
の
枇
曾
肱
態

雄

帽

鐘

疎

越
前
米
捕
の
農
民
逃
散

押
珂
通
お
交
通
政
策
研
究
の
硯
北

投
資
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察

艦
舶
工
場
に
於
け
る
職
工
の
生
活

物
債
指
故
に
附
す
る
一
論

マ
イ
ヤ

1
文
庫
-
-

近
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

鶏

制

眠

桂
周
平
時
士
紳
戸
正
雄

輔
時
限
博
士
本
庄
柴
治
郎

主
甲
山
博
士
米
田
庄
太
郎

-
九
位
守

A

E占

帝

首

司

1
1

111 
HI 
小

法

棋

士

樫

木

f変

-
輯
済
同
明
博
士
黒
正
巌

法

取

士

前

同

稔

靖

竺
岡
山
中
士
一
谷
藤
一
部

・
掬

Z
Z
芝

元

一

・
純
岡
山
中
『
ト
し
木
村
喜
一
郎

沙

見

三

部

制
市
附
刷
同
上



投
資
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
み

一
考
娯

才F
H品

自11

IJ. 

し

iJ' 

告

我
闘
に
於
て
も
れ
恥
虻
服
務
資
本
制
的
弱
述
比
仲
ひ
、
株
式
、

刷
似
及
び
公
制
等
の
有
倒
税
務
の
夜
行
州
掠
占
去
り
、
従
っ
て

共
の
利
剣
組
め
て
多
様
・
と
た
り
、
日
つ
投
資
栄
之
事
業
制
営
者

止
の
川
白
山
肌
雌
は
佐
々
州
大
止
し
が
故
に
、
そ
れ
等
の
中
よ
り

安
全
日
つ
有
利
た
る
も
の
を
選
ぴ
川
T
E
aと
は
、
投
資
家
到
に

多
撒
の
小
投
資
家
に
と
っ
て
、
貨
に
特
H
Y
J
K
ら
ざ
る
と
L
に

h
た

っ
た
。
然
る
に
新
聞
紙
の
仰
へ
る
と
と
ろ
に
よ
れ
ば
、
我
闘
財

第
二
十
h

盤

四
四
五

部
口
一
観

t 



雑

鍬

設
費
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察

界
に
於
け
る
有
力
者
た
ち
の
加
に
、
是
等
小
投
資
家
の
利
徒
主

擁
護
す
べ
き
施
設
.
削
ち
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
設
立
が
計
蓋
せ
ら

れ
.
と
れ
が
賀
川
岨
も
遠
宮
持
戒
に
あ
ら
ざ
る
べ

Ltω
こ
止
で

あ
ふ
V

そ
れ
故
、
投
資
ト
ラ
ス
}
ι

就
い
亡
考
察
を
施
し
、
共

の
定
義
、
機
能
等
在
明
か
た
ら
し
む
る
と
止
は
、
敢
て
徒
繭
た

ら
中
'
a
と
川
田
ム
。

F
t
p
n
仏

問

。

村

田

ov{悶
刷
。
口

の

著

と
れ
液
に

=Hロ
〈

E
B
E
E
F
。町四

2
5
2。
コ
吉
弘

2
5問
OEz--
に

よ
っ
て
共
白
大
綱
を
述
ペ
ん
占
す
る
所
以
で
あ
る
。

起
源
及
び
畿
遥

投
資
ト
-
7
2
ト
-
ヨ

g
g
gご
E
a
は
、
英
閣
に
共
の
源
を

脅
し
、
同
閥
殊
に
英
繭
及
び
蘇
州
岡
地
方
に
於
て
顕
著
在
る
設
建

を
途
げ
陀
も
の
で
あ
る
。
仰
ち
阪
に
一
八
六
=
一
年
K

E
o
s
-
E
5
2
E
]
印

on宮
内
ア
巴
自
一
古
島
が
設
立
せ
ら
れ
、
次
い

で
一
八
八
八
年
よ
り
一
八
丸

O
年
に
至
る
=
一
筒
年
間
忙
、
と
}
E

-
回
向
。
口

Mm，

号
。
づ
E同
門

O
M
4
8『
始
め
三
十
以
上
の
投
資
ト
ラ
ス
ト
が
設

立
せ
ら
れ
た
。
共
の
後
漸
次
減
退
せ
し
も
、

世
界
大
戦
勃
設
営
時

ι至
る
迄
犬
な
る
畿
展
を
途
げ
、

一九

O
七
年
以
後

九

部
ニ
十
九
巻

λ 

四
回
大

第

鵠

四
年
及
二
五
年
に
は
再
び
新
舎
一
拡
が
械
々
設
立
せ
ら
れ
る
を
見

る
に
至
っ
た
。

斯
く
の
如
く
、
投
資
l
ラ
ス
ー
が
英
闘
を
母
閣
と
し
、
同
闘

に
於
て
漸
次
護
展
せ
し
は
、
車
な
る
偶
然
に
基
づ
く
の
で
は
た

〈
て
、
共
白
根
祇
に
波
書
原
山
由
存
す
る
を
知
る
白
で
あ
る
。

即
ち
英
闘
は
最
近
に
至
る
迄
、
世
界
最
大
の
依
椛
幽
と
し
て
世

界
金
融
の
調
棋
を
掌
掘
し
、
共
の
資
本
は
胤
知
、
植
民
地
及
び

諸
外
園
児
向
っ
て
職
出
せ
ら
れ
、
之
に
よ
っ
て
各
地
方
の
資
源

は
開
拓
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
が
、
共
の
資
本
の
輸
出
、

換
言
す
れ
ば
、
海
外
投
資
を
な
す
K
際
し
、
安
全
且
つ
有
利
た

る
投
資
主
選
揮
せ
ん
主
す
る
己
主
は
、
知
識
・
と
縦
験
と
に
欠
け

る
一
般
公
衆
に
ー
と
り
困
難
在
る
も
の
あ
り
し
が
故
に
、
と
れ
を

通
首
に
指
噂
す
る
機
闘
が
必
M
r
・
と
た
っ
た
。
然
る
に
英
闘
に
於

け
る
金
融
組
織
の
機
構
は
、
分
業
の
傾
向
特
に
著
し
く
、
等
し

〈
銀
行
と
い
ふ
も
、
欧
州
大
陸
殊
に
濁
逸
の
銀
行
の
如
く
、
品
現

替
主
義
主
採
り
て
事
業
界
に
進
出
し
、
以
て
利
径
を
獲
得
せ
ん

と
す
る
が
如
吉
己
主
た
く
、
預
金
銀
行
た
る
の
地
位
を
盤
守

し
、
確
賀
に
し
て
且
つ
短
期
に
回
牧
ず
る
を
得
ベ
き
方
師
匠
限

昭和四年穴JHi!l大臨朝日新聞* 



り
て
、
黄
金
を
運
用
す
る
に
止
り
し
が
故
に
、
銀
行
に
よ
っ
て

共
の
要
北
主
充
た
す
と
と
を
得
中
、
途
民
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
設

立
を
促
す
と
と
A
在
っ
た
の
で
あ
る
。
而
も
英
閣
の
金
融
市
場

に
於
て
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
が
、
費
金
調
達
の
潟
に
支
椀
ふ
と
と

主
要
す
べ
き
利
子
在
、
米
岡
共
の
仙
の
諸
外
出
問
へ
の
投
資
正
割

し
享
受
す
る
牧
益
止
の
聞
に
、
多
大
の
差
額
が
存
せ
し
と
と

は
、
そ
れ
が
仮
令
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
存
立
の
要
件
で
は
た
い
に

し
で
も
、
英
闘
の
投
資
ト
ラ
ス
ー
の
致
肢
を
仰
せ
し
も
の
な
る

と
と
は
、
否
認
す
る
を
得
ざ
る
事
寅
で
あ
る
。

斯
く
の
如
き
事
情
よ
り
し
て
、
英
図
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス

ト
白
護
民
は
愈
々
顕
著
に
、
常
初
夢
想
だ
も
せ
ら
れ
ざ
り
し
資

本
の
海
外
輪
山
及
び
金
融
上
白
羽
棋
の
掌
握
に
就
い
て
、
重
大

な
る
役
割
を
演
占
y
る
と
と
L
A

な
っ
た
の
で
あ
る
。

右
に
趨
ベ
し
如
く
、
厳
密
な
る
意
味
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス

ト
は
、
英
閣
に
設
建
せ
し
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
所
有
誼
舞
E

多
様
た
ら
し
め
、
投
資
よ
り
生
や
べ
き
危
険
E
分
散
せ
し
め
ん

欧
州
大
陸
諸
閣
に
於
て
も
、
之
を
見
る
己

主
が
出
来
る
の
で
あ
る

Q

殊
に
白
耳
義
に
於
て
は
、
阪
に
早
く

と
す
る
の
思
想
は
、

雑

体

扶
養
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察

句幽/。。、
0

4
4

刀
る
ば
る

わ
、
あ
れ
ぬ

れ
り
て
よ

τ

叫
よ
ー
一
間
ゆ

そ
晶
F
M
制
批

は
誼
内
量

t

或
園
U
郁

t

d
p
d
明
た
白
が

4
K
つ
春
質

h
院
か
年
性

企
業
の
金
融
の
便
宜
を
困
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
・

A
F
る
意
味

F
H
M山
間
一
円

-
A

た「

l
z

-
F
L
M
R
白

λ

ト
川
口
日
間
一
一

時
寅
一
抑
制
酌

」
川
口
た
前
説

1
2
d
描

カ
E
U
{て

有
金
」
ノ
町
於

。
責
'
H
咽
に

h

L
川
町
分

可
出
る
仇
哨

抽

W
M
m
D
U

凶
ゴ
山
口
同
団

世
帯
域
岬
珂

及
利
坤
B
産

n
者
自
由
財

』
儒
h
v
義
山

川
て
車
ヰ
行

じ
め
乃
白
銀

投
資
ト
ラ
ス
ト
の
線
本
思
想
は
存
在
し
、
同
園
及
び
瑞
西
に
於

て
は
、
英
闘
に
於
て
株
式
組
織
の
最
初
の
投
資
ト
ラ
ス
ト
が
試

立
せ
ら
れ
る
に
先
立
ち
、
既
に
寅
行
せ
ら
れ
て
ゐ
た
と
自
己
と

で
あ
る
。
共
の
他
猫
逸
、
仰
蘭
西
及
び
伊
太
利
等
D
諸
銀
行
は
、

殺
皆
主
義
を
採
り
て
事
業
界
に
著
し
く
進
出
し
、
共
白
-
資
本
金
、

湘
備
金
、
共
の
他
の
剰
蝕
金
及
び
預
金
を
運
用
し
て
、
種
々
の

正
於
て
は
、
岡
市
等
の
諸
銀
行
位
投
資
ト
フ
ス
ト
U
あ
る
ー
と
い
ふ

Z
 

己
主
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
斯
く
欧
洲
大
陸
に
於
て
は
諸
銀

行
が
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
業
務
の
一
部
を
既
に
行
ひ
し
も
、
然
し

そ
れ
等
は
仰
れ
も
純
料
な
る
投
資
業
務
を
行
ム
も
の
で
は
な

く
、
事
る
金
融
業
務
を
晶
画
む
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
鮪
に
於
て

は
、
米
閣
の
持
株
曾
枇
に
類
似
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
と
止
が
出
米

る。
米
国
は
十
七
世
紀
以
後
、
世
界
大
戦
勃
裂
前
迄
は
、
半
る
外

聞
に
資
金
の
供
給
を
仰
ぎ
、
殊
に
英
困
の
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
買

献
に
負
ム
止
と
る
大
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
}
丸
一
六

年
以
後
米
岡
が
債
権
固
た
る
地
位
を
占
b
、
従
っ
て
外
因
。
政

第
ユ
十
丸
谷

第

都

岡
田
七

ブL

1) 

勾



雑

総

投
資
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察

府
、
商
工
業
等
が
米
閣
の
資
金
に
依
存
す
る
と

K
L
た
り
、
外

図
棺
晶
悼
の
米
凶
市
場
に
於
て
殺
行
せ
ら
る
&
も
の
逐
年
増
加
す

る
に
至
っ
た
。
而
も
多
く
白
曾
祉
の
財
政
内
容
は
孫
々
様
雑
と

た
る
に
及
び
、
多
数
の
稽
傍
白
中
、
安
全
と
牧
続
と
の
こ
耽
闘
に
於

て
傑
良
紅
る
も
の
ba
恕
擁
す
る
と
止
は
、
非
常
に
闘
離
し
と
む
つ

た
。
更
陀
戦
前
陀
於
て
は
、
盈
行
程
晶
悼
の
多
く
は
比
較
的
小
数

・
な
る
官
衰
の
手
に
引
受
け
ら
れ
し
も
、
今
宇
多
数
の
小
投
資
家

及
び
投
資
銀
行
等
O
支
持
な
く
し

t
は
、
如
何
に
軍
要
な
る
抵

家
も
強
行
す
る
と
と
を
得
ざ
る
に
重
り
、
多
数
の
小
投
資
家
は

米
岡
金
融
市
場
に
於
て
隠
然
た
る
勢
力
主
占
む
る
と
と
与
な
っ

た
。
是
等
の
三
事
情
は
、
品
曜
に
米
闘
に
於
て
も
投
資
ト
句
ス
ト

を
設
立
せ
し
む
る
原
動
力
主
な
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
一
丸

一
六
年
、
先
づ

4
Z
ヨ
『
耳
目
ロ
〈

g
gぬ
旦
口
o目
ヨ
ミ
ミ

2
2

国
戸
ロ
唱
昔
『
"
が
設
五
せ
ら
れ
、

一
九
一
九
年
に
盟
問
。
〉
♀
が

加 制
L 定
た せ
のら
で れ
ある
る に
。。及

び

投
資
ト

フ
ス

ト
は
漸
次
其
の
教
を
培

意

義

第
ニ
十
丸
谷

第

蹴

-
三

O

四
回
凡

投
資
ト
ラ
ス
ト
と
は
、
多
数
の
大
小
投
資
家
の
蹴
出
し
た
る

資
金
を
結
合
し
、
之
を
以
て
多
く
の
種
類
の
有
情
説
傘
主
購
入

し
、
以
て
投
資
白
安
全

E
岡
ら
ん
と
す
る
機
闘
で
あ
っ

τ、

れ
に
よ
っ
て
閥
係
諸
事
業
主
統
制
し
、
又
は
直
接

ω責
任
を
負

は
ん
3
M
G

ず
る
も
白
で
は
な
い

O
E
あ
る
。

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
右
の
定
識
に
従
仏
、
次
の
加
古
諸
特
性
hz

具
有
し
て
を
る
べ
き
で
あ
る
。

一
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
種
々
の
方
法
に
よ
っ
て
制
建
し
得
た
資

金
主
、
多
く
の
種
類
の
有
償
陸
棋
に
投
下
し
、
従
っ
て
其
の

危
険
主
、
多
数
の
図
家
、
多
撒
の
産
業
及
び
形
態
を
異
に
せ

る
諸
種
の
有
償
践
集
の
上
に
分
散
せ
ん
と
企
て
る
も
の
で
あ

る。

-
一
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
組
常
一
た
る
積
類
の
枇
債
及
び
株
式

E
民

入
れ
、
共
の
所
有
積
赤
の
種
類
が
如
何
怠
る
も
の
在
り
主

も
、
軸
抑
制
せ
る
魁
替
に
よ
っ
て
、
其
白
利
徒
主
確
保
す
る
己

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

=
一
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
危
険
の
分
散
の
震
に
、
多
種
の
有
償
越

泰
に
投
資
す
る
と
止
の
必
要
以
外
花
、
更
に
投
資
家
の
局 ζ 

米闘に於て設費トヲ 3ぇト由設立師、か{週れL謀本原因位、来嗣人白共語性

たる樹立不制。精神な 9と、著者は主張してゐる。

来闘にJ於ては EdgeActにkる外、鑑州に於け晶一般商事骨註t法及び州銀

行法又は投賢官祉に闘する特別法によって設立する乙とが出車ゐ。

3) 

4) 



採に
る、
も枕
の盆
で 主
あ大
るt.I:
。"ら

し
む
る
同
白内T
E 
ιL 
て

種
々
の
方
策
E 

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、

以
上
の
如
き
隠
特
性

E
具
有
す
べ
き
も

そ
れ
が
採
る
法
律
的
形
態
は
敢
て
問
ふ
と
と
う

で
は
た
い
。
尤
も
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
大
多
数
は
曾
枇
組
織
を
以

の
で
あ
っ
て
、

て
経
畿
せ
ら
れ
居
る
も
、
然
し
恨
令
、
曾
枇
組
織
で
な
〈
と

も
.
以
上
回
如
吉
性
質
主
完
全
に
具
有
す
る
時
は
、
田
町
笥
在
る

意
味
に
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
'
P

心
し
て
、
欠
く
る
所
は
な
い
の

で
あ
る
。

然
ら
ば
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
他
の
類
似
の
金
融
諸
機
闘
に
比

し
、
如
何
な
る
差
異
を
有
す
る
も
白
で
あ
ら
う
か
?

以
下
ζ

れ
を
考
察
す
る
。

先
づ
と
れ
主
信
託
曾
祉
企
比
較
す
る
に
、
信
託
舎
祉
は
巧
妙

に
も
財
界
の
ロ
呂
皇
自
百
三
官
。

z
と
桝
せ
ら
れ
を
る
が
如
〈
、

共
の
業
務
は
、
信
託

銀
行
、
代
理
、
議
行
及
び
投
資
等
、
頗

る
康
昔
範
囲
に
亘
る
も
の
で
あ
る
が
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
唯
、

投
資
の
方
岡
の
み
に
関
係
す
る
に
過
ぎ
伝
い
の
で
あ
る
。
克
も

英
図
の
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
此
白
他
に
若
干
の
附
随
業
務
を
皆
む

雑

錨

設
費
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察

己
主
古1
あ
る。，)

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
更
に
商
業
銀
行
、
貯
蓄
銀
行
、
保
険
曾

枇
等
主
比
較
せ
ら
れ
る
。
然
し
是
等
の
諸
機
闘
は
、
何
れ
も
投

資
ト
ラ
ス
ト
に
特
有
た
る
目
的
主
は
、
全
然
帽
晴
れ
る
目
的
の
矯

に
存
在
せ
る
も
の
に
し
て
、
そ
れ
等
が
有
倒
祇
券

E
民
入
れ
る

の
は
、
唯
そ
白
利
用
し
得
ぺ
き
資
金
を
有
利
に
使
間

L
、
且
つ

Z3 
0 

弐
に
投
資
ト
ラ
ス
ト
と
金
融
合
枇

吋日
H
d
h
w岡
M
n
H
口
問

円。
E-upロ
可

殊
に
持
株
曾
枇
目
。
吾
ロ
四
円
o
E宮
弓
止
の
匡
別
は
、

比
較
的

困
難
で
あ
る
。
雨
者
は
共
に
他
の
諸
企
業
白
有
償
龍
券
を
求
め

て
投
資
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
前
越
の
如

く
、
特
殊
友
ξ
企
業
を
統
制
し
、
又
は
直
按
白
責
任

E
負
は
ん

止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
然
る
に
金
融
合
枇
殊
に
持
株
舎
祉

は
、
準
に
限
ら
れ
た
る
範
囲
内
に
長
て
話
路
し
、
従
属
的
地
位

に
あ
る
務
企
業
を
統
制
し
、
直
接
白
責
任
を
負
は
ん
，
と
す
る
も

の
に
し
て
、
此
の
貼
に
於
て
雨
者
は
毅
然
と
区
別
せ
ら
れ
得
る

の
で
あ
る
。

第
二
十
九
谷

四
回
九
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雑

投
費
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察

晶

更
に

2
2
r
D出
品
2
5ロ
吋
自
民

回
目
w
r
o
H
m
w

印

F
P
日

叉
はじ

no旦
宮
与
は
、
米
闘
に
於
て
投
資
ト
ラ
ス
ト
ル
』
繰
り
解
せ
ら

れ
、
或
は
英
園
の
投
資
ト
ラ
ス
ト
と
同
様
た
る
か
の
如
く
に
考

へ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
で
め
る
o

之
は
或
る
企
業
の
株
式
を
賀
入

れ
、
之
を
銀
行
又
は
信
託
曾
祉
に
預
託
し
、

そ
れ
に
到
し
銀
行

又
は
信
託
舎
枇
よ
り
回
目
官
自

mFHE--
と
相
惜
し
、
一
ん
の
株

式
の
1
百
或
は
1
而
を
代
表
せ
る
誼
訟
を
受
取
り
・
之
を
公
衆

に
賀
凶
す
も
の
で
あ
る
吋
市
し
て
此
の
合
枇
は
決
し
て
持
株
曾

枇
白
如
く
、
企
業
粧
品
百
の
責
任
を
負
は
宇
、
且
つ
有
償
誼
雰
白

種
類
を
多
様

ιし
て
、
危
険
白
分
散
を
岡
れ
る
と
と
等
白
諸
髄

に
於
て
、
投
資
ト
ヲ
ス
ト
主
梢
k
共
の
趣
を
等
し
く
ず
れ
ど

も
、
投
資
ト
ヲ
ス
}
の
如
く
、
危
隙
分
散
の
純
倒
院
か
ら
や

且
つ
共
の
所
有
に
か
h

る
企
業
の
有
債
権
総
の
市
債
の
騰
洛

E

利
用
し

τ賀
民
主
行
。
、
共
の
問
に
利
徒
主
得
ん
と
す
る
が
如

き
と
と
は
之
を
宅
も
行
は
ざ
る
と
と
る
で
あ
っ
て
、
此
の
賠
に

於
て
雨
者
は
共
の
性
質
を
根
本
的
に
異
に
し
て
ゐ
る
。

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
以
上
の
如
く
、
他
の
類
似
せ
る
金
融
諸

機
闘
ル
」
共
の
性
質
を
異
に
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
投
資

第
二
十
九
巻

四
五

O

一

捧
三
曲
師

ト
}
7
1
1
は
如
何
た
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
?

以
下
之
を
述
べ
る
己
主
与
す
る
。

機

官E

〈ー)す方
投闘る回投
資民己主資
ト経占、ト

ラ済が〈ご)ラ
ス 及 11'， 1刷ス
トぴ 3巨人ト
は図る維の

際。済機
危経 的協
険捕 方は
分的 問
散考 主〈ー)
の擦 の闘
必、 i己
要 二粧
上 方減
、同[及

多 かび
種 ら 閣
の之 l緊
設 を経
券 考憐
ι 誤J がJ

投
資
を
行
ひ
、
資
金
の
園
内
的
及
び
凶
際
的
枕
地
主
生
ぜ
し
む

る
も
の
で
あ
る
が
、
之
と
同
時
に
、
園
内
及
び
海
外
の
龍
葬
市

場
に
於
て
生
子
ベ
き

極
端
な
る
償
仲
怖
の
措
盟
副
主
調
節
し
て
、

そ
れ
を
-
定
の
範
圏
内
に
止
め
・
更
に
健
賞
怠
る
投
資
を
冊
目
勘

す
る
の
目
的
を
以
て
、
貯
蓄
の
運
用
に
一
定
の
方
針
を
典
へ
る

の
献
に
於
て
、

重
大
た
る
役
割
を
果
た
す
も
白
な
り
と
い
ふ
と

-
と
が
出
来
る
。

印
ち
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
市
場
が
好
況
に
向
仏
、
有
償
程
泰

の
債
格
が
昂
騰
す
る
に
至
れ
ば
、
所
有
税
朱
を
賀
放
ち
、
共
の

“Bankers shares ・，は事賞上元白株式と共自性質t怖(~、共由所有者は、

株式の配骨量晃〈る描剥を有 L、Eつ此白詩集を+葉又は百葉所有するとき

は元の株式一株と引換を荷車する ζ とが山車る由どあるo



元
金
及
び
貿
却
に
よ
り
で
得
た
る
利
径
の
全
部
又
は
一
郁
を
、

他
日
市
場
が
不
況
と
左
り
て
債
格
が
低
落
せ
し
際
に
、
再
ぴ
投

資
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
く
の
如
く
に
し
て
、
随
時
、
機
を
窺
び

て
龍
品
悼
の
貸
却
又
は
買
入
れ
を
行
ひ
、
以
て
利
目
祉
を
得
ん
と
す

る
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、

一
般
投
資
家
或
は
投
機
者
主
反
釘
に
、

誠
務
市
場
に
於
け
る
鐙
雰
の
市
場
倒
格
ル
」
同
県
官
僚
裕
司
主
の
聞
の

他
聞
音
宜
、
平
均
的
忙
紛
小
せ
し
め
、
極
端
た
る
伯
仲
怖
の
騰
落

を
惹
き
組
さ
い
h

ら
し
む
る
作
刷
を
有
す
る
も
り
で
あ
る
。

更
に
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
公
衆
の
注
意
を
或
る
地
方
、
或
る

産
業
及
び
或
る
種
の
龍
赤
に
到
す
る
投
資
の
機
舎
に
向
け
し

め
-
優
良
た
る
誼
券
に
封
し
℃
は
自
ら
先
頭
に
立
ち
て
買
ひ
進

む
と
町
在
に
よ
り
、

公
衆
の
向
ふ
べ
き
方
向
を
指
示
し
、
公
衆
を

し
て
安
じ
て
投
資
せ
し
め
資
金
目
運
用
を
説
ら
ざ
ら
し
む
る

も
の
で
あ
る
。
殊
に
英
図
の
投
資
ト
ラ
λ

ト
白
如
き
は
、
進
み

て
健
寅
な
る
桂
昌
#
白
愛
行
の
便
宜
主
計
り
、
新
企
業
の
資
金
D

調
達
を
容
易
な
ら
し
め
、
企
業
費
遣
に
貢
献
す
る
と
と
ろ
大
た

(二〉る
佃も
人の
経が
済あ
的る
妻。

特

録

投
費
ト
ラ
ス
ト
に
醐
ナ
る
一
考
察

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
更
に
投
資
家
に
封
し
程
々
の
使
盆
を
奥

へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
周
結
は
力
な
り
と
い
ふ
己
と
を
如
賀
に

一
都
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
有
償
謎
務
の
共
同
雌
民
白
故
に
、
小

投
資
家
を
し
て
常
陀
よ
く
新
企
業
及
び
宇
役
機
的
企
業
民
投
資

す
る
を
川
仰
せ
し
め
、
或
は
未
知
の
海
外
へ
白
投
資
を
も
森
阻
却
に

行
は
し
む
る
も
の
で
る
る
。
換
言
す
れ
ば
、
投
資
ト
ラ
ス
ト

此
.
投
資
家
の
資
金
遜

mk封
し
、
僅
少
の
経
費
を
以

τ熟
注

せ
る
指
導
を
川
内
へ
る
機
闘
で
あ
る

U

東
陀
園
内
M
A

ぴ
海
外
の
投
資
に
於
て
、
佃
々
の
諮
裁
所
有
者

が
封
抗
し
得
ざ
る
が
如
き
諸
問
題
は
、
絶
え
守
起
り
来
る
も
の

で
あ
る
が
、
是
等
の
場
合
に
於
て
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
行
品
投

資
家
擁
誰
の
運
動
の
力
は
、
個
々
別
々
に
左
さ
れ
る
如
何
な
る

行
動
よ
b'
も
迩
広
大
在
る
効
果
を
有
ず
る
も
の
た
る
と
と
は
勿

論
で
あ
る
。

投
資
ト
ラ
ス
ト
は

小
投
資
家
に
主
り
極
め
て
便
宜
た
る
も

の
で
あ
る
と
と
は
.
右
に
越
ペ
し
止
と
ろ
に
よ
っ
て
明
か
と
な

っ
た
け
れ
ど
も
、

E
富
b

包
蔵
す
る
大
投
資
家

ιも
亦
利
益
を
部

す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
自
ら
多
く
白
龍
拡
を
所
有
せ
る
場
合
に

第
二
十
九
巻

第

貌

四
五

一
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雑

録

設
費
ト
ヲ
A

ト
に
闘
す
る
一
考
察

は
、
之
が
管
裂
回
頗
る
困
難
民
し

τ、
畢
覚
、
信
託
曾
祉
の
カ

を
借
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
を
し
て

投
資
の
己
主
主
行
は
し
む
る
時
は
、
か
・
ゐ
る
困
難
よ
り
免
れ
る

と
と
が
出
来
る
。

上
越
の
如
く
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
重
大
た
る
機
簡
を
有
す
る

も
の
紅
る
が
故
に
、
共
白
経
営
の
仰
に
常
る
者
は
、
之
を
挟
ま

ら
ざ
る
や
う
に
注
意
せ
泣
け
れ
ば
た
ら
向
。

四

普

経

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
株
式
、
枇
債
又
は
共
の
他
の
方
法
に
よ

っ
て
調
達
せ
し
資
金
を
以
て
、
多
く
の
種
類
の
有
償
誼
容
を
民

入
れ
、
危
険
配
分
散
し
て
、
是
等
の
投
資
よ
り
生
中
る
利
子
、

配
常
共
の
他
の
牧
市
止
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し

て
投
資
が
慎
重
に
巧
に
行
は
れ
て
ゐ
る
か
否
か
は
、
直
に
衣
安

ト
ラ
ス
ト
の
成
否
に
影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
賞
に
重
大
た

る
意
義
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
経
営
を
静
態
的
、

動
態
的
の
一
一
方
図
よ
り
考
袋
す
る
。
前
者
は
一
定
時
期
比
於
け

る
投
資
の
組
成
内
容
に
閲
す
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
一
定
期

第
二
十
丸
巷

四
E 

第
三
都

一
三
回

開
K
於
け
る
投
資
組
成
白
嬰
化
に
就
い
て
ピ
め
る
o

一
静
態
的
考
察

イ
資
本
の
安
全
を
期
し
て
危
険
E
分
散
す
る
箆
に
、
地
域
、

企
業
及
び
詩
集
の
形
態
を
異
に
せ
る
多
種
白
布
債
龍
掠

ι

投
資
せ
一
耽
け
れ
ば
一
た
ら
肉
、
然
し
過
度
に
分
散
が
行
は
る

れ
ば
、
管
理
上
却
て
煩
雑
E
来
た
す
撲
が
あ
る
己
主
は
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。

)
 

ロ
景
気
の
好
、
不
況
に
拘
ら
宇
、
絶
え
十
授
資
に
射
す
る
牧

益
を
硲
賀
に
得
る
潟
に
は
、
霞
晶
悼
の
内
容
の
健
宜
怠
る
も

の
で
友
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。

い
若
し
出
来
得
れ
ば
、
常
に
好
き
牧
益
を
却
し
・
叉
市
債
の

騰
貴
の
見
込
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
司
自
ら
ぬ
。
査
し
諸
々

の
龍
晶
品
質
入
の
矯
に
支
挽
は
れ
た
る
慣
格
は
、
結
局
は
有

利
に
崎
賞
す
る
の
議
測
に
基
い
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

投
資
の
選
揮
に
際
し
、
長
等
白
標
準
を
誼
用
す
る
の
精
巣
、

投
資
ト
ラ
ス
ト
位
、
富
裕
に
し
て
、
園
内
及
び
海
外
の
経
済
事

情
に
精
通
せ
る
大
投
資
家
が
、
享
受
せ
る
利
徒
に
泣
き
も

O

を
、
多
数
の
小
投
資
家
た
ち
に
奥
へ

Z
E
K
t
fた
る
白
で
あ



る。
〕三

動
間
的
考
察

(
 投

資
ト
ラ
ス
ト
は
利
子
、
配
営
等
の
牧
益
の
他
に
、
叉
所
有

問
象
を
趨
営
な
る
時
及
び
虚
に
於
て
費
買
し
、
共
の
差
額
一
世
利

ぜ
ん
止
す
る
も
の
在
る
が
故
に
、
同
一
場
所
に
於
て
時
々
刻
々

に
礎
化
し
、
又
同
一
時
間
内
に
場
所
を
具
に
す
る
に
よ
っ
て
餐

を
巧
に
操
縦
し
、
投
費
利
議
配
占
へ
な
ら
し
む
る
と
と
に
努
め
た

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
従
っ
て
他
の
事
情
忙
し
て
同
ご
な
れ
ば
、
多

き
牧
ム
止
を
溜
ナ
ペ
き
謹
券
民
入
の
錆
に
、
少
量
収
益
を
到
す
に

過
U
G
ざ
る
誼
然
を
資
却
す
る
と
止
も
行
は
れ
得
る
で
あ
ら
う

が
、
然
し
か
と
岳
際
に
も
新
た
に
獲
得
せ
し
説
家
を
後
に
再
び

貸
却
す
る
場
合
に
於
け
る
利
従
を
時
国
想
し
て
、
行
は
れ
た
け
れ

ば
在
ら
ぬ
ル
」
い
ム
E
占
は
注
窓
す
べ
き
で
あ
る
。

最
後
に
油
ぶ
べ
き
は
、
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
経
替
規
模
白
大

さ
、
即
ち
資
本
額
の
大
さ
で
あ
る
Q

投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
共
の

事
業
の
性
質
上
、
資
本
が
大
な
れ
ば
大
抵
る
桂
、
共
の
利
益
も

亦
大
な
る
か
の
如
く
に
考
へ
ら
れ
、
又
事
寅
そ
う
で
あ
る
か
D

雑

鋒

投
費
ト
ラ
九
ト
に
闘
す
る
一
考
察

如
〈
に
も
見
え
る
。
然
し
英
図
虻
於
け
る
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、

何
れ
も
左
程
大
友
る
資
本
を
擁
し
て
ゐ
な
い
と

k
は
詮
闘
す
べ

き
己
主
で
あ
る
o

諸
々
の
銀
行
及
び
工
業
合
枇
の
資
本
金
に
比

較
す
れ
ば
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
共
の
事
業
の
佐
賀
に
も
拘
ら
歩

小
で
あ
り
、
且
つ
資
本
の
湛
縛
も
比
較
的
綬
漫
で
あ
る
。
過
去

に
於
け
る
多
く
の
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
、
先
づ
小
規
模
を
以
て
組

織
せ
ら
れ
、
共
の
後
溺
失
費
展
ず
る
に
伴
仏
、
共
の
資
本
額
を

関
大
せ
し
も
の
で
あ
っ
て
、
例
へ
ば
叶
日
日
同
己

5
z片岡
T
H
m
ぐ出向
a

自

zn.H.p誌
の
如
在
、
蘇
閣
の
投
資
ト
ラ
ス
ト
は
此
の
好
調
例

で
あ
る
。

五

展

望

投
資
ト
-
一
フ
ス
ト
は
、
米
闘
に
於
て
将
来
抽
由
民
の
可
能
性
監
有

し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
?

と
れ
に
封
し
著
者
は
頗
る
欝

観
的
危
る
見
解
を
有
し
て
ゐ
る
や
ろ
で
あ
る
。
削
ち
米
図
。
投

資
ト
ラ
ス
ト
が
絶
封
に
保
守
的
左
投
資
の
方
聞
の
み
に
進
む

か
、
或
は
然
ら
守
し
て
積
極
的
に
曾
枇
の
設
立
を
企
闘
し
、

又

は
共
等
に
到
し
資
金
D
融
過
を
な
ず
が
如
き
と
と
ろ
ま
で
進
む

第
二
十
九
巻

四
五
三

第

貌

ー
亙



車韓

生島

舵
船
工
場
に
於
け
る
職
工
回
生
活

か
の
、
軌
れ
に
し
て
も
、
小
投
資
家
の
財
界
民
於
け
る
勢
力

‘
 

•.• 

を
、
土
り
犬
な
ら
し
h
H
る
品
川
の
草
川
官
左
る
機
閥
止
な
る
の
鮪
に

於
て
は
同
叫
が
た
い
。
そ
れ
は
則
界
の
銭
柴
を
似
し
、
投
資
の
選

叫
に
脱
膏
肋
骨
骨
山
川
(
へ
る
で
あ
ら
う
、
町
民
比
そ
れ
は
財
界
広
史

定
の
頃
索
を
綿
入
し
・
基
礎
の
僻
賞
た
る
企
業
の
資
金
制
法
を

泌
4
似
た
ら
し
む
る
で
あ
ら
う
、
叉
そ
れ
此
米
闘
の
投
資
家
の
前

動
腕
削
を
山
削
げ
、
前
外
日
仏
於
り
る
投
資
の
椴
品
目
を
叩
へ
し
む
る

で
あ

ιぅ
。
而
し
て
斯
〈
の
如
〈
す
る
と
止
に
上
っ
て
、
米
闘

の
輪
川
を
便
立
に
し
、
米
闘
の
物
質
的
帥
需
品
別
の
山
礎
を
殺
聞
な

ら
し
む
る
に
就
い
て
重
要
在
る
製
業
を
構
成
す
る
と
主
h
在
る

で
あ
ら
う
。
斯
〈
の
如
く
に
し
て
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
米
闘
の

投
資
ト
ラ
ス
ー
の
前
絵
は
、
ま
さ
に
洋
々
・
と
し
て
希
印
日
正
削
け

る
も
の
と
い
ふ
と
'
と
が
州
来
る
。

六

{玲

言

我
闘
に
於
て
紋
泣
設
立
の
計
葺
せ
ち
れ
し
投
資
ト
フ
ス
ト

が
、
果
し
て
如
何
な
る
内
容
を
有
す
る
も
の
在
る
か
は
、
未
だ

之
を
知
る
と
と
が
川
来
・
泣
い
け
れ
ど
も
、
'
と
も
あ
れ
、
哨
限
公
費

第
二
十
丸
在

四
五
回

告主

腕

~，、

本
制
の
致
出
植
民
仲
ひ
、
か
t
句
。
機
闘
が
珪
れ
川
で
ん
』
し
つ
i
L

あ
る
E
と
は
大
い
に
注
目
す
ぺ
吉
E
と
で
あ
る
。
而
し
て
か
h

る
計
聾
が
恥
し
て
現
代
の
我
閥
虻
越
し
、
米
国
に
於
付
る
が
如

〈
、
将
来
殻
展
の
可
能
性
主
充
介
版
す
る
や
否
や
は
、
4
4
d

究
に

慨
す
る
問
題
で
あ
る
。
惟
ム
に
最
近
著
し
〈
設
民
せ
し
我
図
の

信
託
品
目
枇
は
英
米
の
そ
れ
主
問
問
り
、
渦
り
金
銭
信
託
の
納
の
み

が
医
師
削
に
上
り
、
相
杭
脅
常
事
者
は
、
之
が
投
資
に
州
問
め
る
の
航

強
に
島
る
。
か
t
A

る
際
に
新
た
に
投
資
ト
ラ
ス
ト
を
設
立
し

て
、
投
資
方
閣
に
活
問
せ
ん
占
す
る
は
、
恨
令
、
設
展
の
一
可
能
性

を
探
く
叫
慨
す
・
と
す
る
も
、
之
が
都
営
に
は
可
成
犬
た
る
困
難
を

作
ふ
で
あ
ら
う
と
と
は
、
想
像
に
難
く
た
い
止
E
ろ
で
あ
る
。


